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NPO法人における市民参加促進のための
ボランティアマネジメント調査
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2017年度に岡山県ボランティア・NPO活動支援センター(ゆうあいセンター)で実施した、岡山県内のNPO法人
における人材マネジメント実態調査より、NPO法人がボランティアに対して、多様な価値を期待し、また実感を
得ていることが明らかとなりました。ボランティアとの協働は、受益対象者との信頼関係構築に生きること、団
体に新たな価値観やアイデアをもたらし事業改善に繋がるなど、団体の成果にも大きくかかわる存在であること
がわかっています。このような市民参加によって支えられているNPO法人ですが、一方で、新たな担い手の獲得
や、メンバーの高齢化とそれに伴う後継者不在の課題は深刻な状況です。
ボランティアとの協働にあたり、ボランティアマネジメントの基本を押さえることは重要で、ボランティアマ

ネジメントのプロセスも一定示されている(1)ものの、市民の参加、継続、かかわりの深化を促すために必要なマ
ネジメントについて、体系立てて整理されたものはあまり例がありません。そこで本調査では、2017年度のア
ンケート調査にて、ボランティアと協働し、その価値について実感を得ていると回答した県内18のNPO法人に協
力を依頼し、参加、継続、かかわりの深化を促すボランティアマネジメントについて、ワークショップとインタ
ビュー調査を実施しました。

１-１.調査について
目 的：団体(NPO法人)の活動への市民の参加や継続、かかわりの深化を促すために必要な取組の要点整理
調査主体：岡山県ボランティア・NPO活動支援センター「ゆうあいセンター」
調査対象：2017年度『NPO法人における人材マネジメント実態調査』から抽出した18法人
調査期間：2018年7月3日～2018年10月4日
調査方法：以下の①②いずれかにて調査を実施。

①ワークショップによる取組事例の要点整理 ②インタビューによる取組事例の要点整理

１-２.調査対象
今回の調査対象は、2017年度にゆうあいセンターで実施した『岡山県内のNPO法人における人材マネジメント実態調査』にお
いて、「ボランティアの価値を実感している」と回答した団体を抽出し、ワークショップへの協力を得られた団体を対象としました。
ワークショップへの参加が難しい団体については、インタビューの依頼をし、協力を得ました。

１-３.調査内容
団体の活動への参加と活動継続を促し、活動へのかかわりの深化を促すために必要な取組について、表３を作成

し、Ａ～Ｉについて、要点整理をおこないました。

● かかわりの度合い
三段階に設定しています。
「活動への参加」：回数や時間数問わず、団体の活動へ何らかの形で参加する。
「活動の継続」：一度参加した活動を、長く継続する。
「かかわりの深化」：事業の企画運営を中心で担う、団体への活動により深い関心を持ち、理事等の役員に

なるなど、団体の核を担う存在となる。
● ボランティアマネジメントは、３の構成要素にて整理しました(2)。
「協働するための組織の基盤整備」：方針や協働するためのシステムなど
「人材マネジメント」：採用マネジメントや継続(非金銭的報酬)マネジメント
「プログラムのプロデュースとマネジメント」：活動プログラムのマネジメント

１．調査の概要
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表1 調査をおこなった団体（18団体）

ボランティアの価値 団体数 価値を実感したエピソードなど

ア

受益対象者(事業への
参加者や、ｻｰﾋﾞｽを受
ける人)との信頼関係
の構築

15

・受益者と一番近い距離でかかわり、気持ちを傾けてくれるのでプログラムが成り立つ。
・イベント参加者から参加動機を尋ねられるなど、親近感を与えている。
・作業所での何気ない会話が、利用者の継続来所に繋がっている。
・「今日はボランティアさんきますか？」と子ども達が尋ねる。

イ
団体や施設等での
サービス提供や軽作
業等の担い手

14

・ワークショップやイベントの企画・準備・運営を共に実施
・「観光ついでに活動に参加」から「活動のついでに観光」という意識の変化が見られている。
・事務所の草刈りや畑作業、その他軽作業などを定期的にしてくれて、事務局員の時間的、体力
的助けになった。

ウ

ボランティア自身の経
験に基づく新たな視点
やアイデア、技術等の
提供

16

・既存プログラムに自分のやりたいことを提案し、企画・実施できる。
・メンバーの興味、関心を形にしていくことができている。
・ボランティアがもつ専門知識を生かした活動ができる（ドローン、IT機器等の利用技術等の提供、
PCソフトの導入、自然体験教室の企画実施、アーツマネジメントスキルの提供、障がい児への対
応、栄養士の知識を生かしたレシピ作成等）。
・専門知識を持たないボランティアの方が、子どもに寄り添って考えることができる傾向がある。
・企業からのボランティアと活動したことで、双方に新たな価値観を知ることができた。

エ

ボランティア自身の繋
がりに基づく、団体の
ネットワークや協働先
等の拡大

11

・ボランティアが所属する他団体と合同での企画や勉強会ができる。
・大学生ボランティアが団体の活動をもとに卒業論文を作成し、講義で発表するといったことを通
じて、繋がりが広がる。
・異なる活動分野との繋がりができ、幅広い視点で活動を進められる。
・受益対象者の職場に繋がる団体を紹介してもらえることが助かる。
・会員からの声で、他団体への出前事業を実施

オ
団体に対して、客観的
な評価や判断ができる
視点

11

・ボランティアとのふりかえりから、取り組みを別角度からとらえ直している。
・思ったことを率直に伝えてくれるメンバーが多く、中心メンバーだけでは気付けない視点を教え
てくれる。
・様々な年齢、分野のボランティア受入を通じて、今まで気付かなかった外からの視点での意見
や評価をもらえて、新たな気付きを得る。

（2017年度調査回答より再編集したもの）

表2 調査をおこなった18団体が実感しているボランティアの価値

団体 所在地 会員数 活動分野 調査方法

a 岡山市 101 環境 ワークショップ

b 岡山市 120 保健・医療・福祉／まちづくり ワークショップ

ｃ 岡山市 100 保健・医療・福祉／子ども ワークショップ

d 岡山市 44 保健・医療・福祉／社会教育／人権・平和／男女共同参画
／子ども／活動支援

ワークショップ

e 岡山市 51 社会教育／子ども ワークショップ

f 岡山市 30 社会教育／まちづくり／中山間／環境 ワークショップ

g 倉敷市 12 保健・医療・福祉／社会教育／まちづくり／環境／人権・平和
／子ども／職能・雇用

ワークショップ

h 総社市 12 保健・医療・福祉／中山間／環境／地域安全／子ども ワークショップ

i 総社市 60 保健・医療・福祉／学術・文化・芸術・スポーツ／災害救援
／国際協力／子ども

ワークショップ

j 津山市 10 子ども／活動支援 ワークショップ

k 岡山市 143 保健・医療・福祉／子ども インタビュー

l 岡山市 255 保健・医療・福祉／社会教育／人権・平和／男女共同参画
／子ども

インタビュー

m 岡山市 300 保健・医療・福祉／まちづくり／学術・文化・芸術・スポーツ
／子ども

インタビュー

n 岡山市 400 保健・医療・福祉／社会教育／まちづくり
／学術・文化・芸術・スポーツ／環境／地域安全／人権・平和
／国際協力／男女共同参画／子ども／情報化社会／活動支援

インタビュー

o 岡山市 18 社会教育／まちづくり／学術・文化・芸術・スポーツ
／男女共同参画／子ども

インタビュー

p 倉敷市 20 保健・医療・福祉 インタビュー

q 勝央町 283 保健・医療・福祉／社会教育／まちづくり
／学術・文化・芸術・スポーツ／地域安全／子ども／活動支援

インタビュー

r 鏡野町 22 保健・医療・福祉 インタビュー



参加を促すためのボランティアマネジメントの取組は、
「募集の段階」と「実際に応募を受けてからの段階」と
に大別して、整理をおこないました。
取組例１は、募集の段階の取組です。広く活動を知っ

てもらうために多様なネットワークを活用すると共に、
団体自らが、地域行事に参加したり、関係機関が開催す
るイベントや説明会に参加している点が特徴的でした。
地域と日頃から関係をつくることで、地域住民や関係者
との繋がりが育まれ、クチコミや紹介による参加に繋
がっている様子がうかがえました。
取組例2、3は、活動希望者が活動へ応募して以降の取

組です。担当者は、団体のニーズと共に、活動希望者
（ボランティア）のニーズも丁寧に拾い対応していまし
た。採用する段階では、活動希望者の思いと活動とが合
致しているか、活動希望者自身にも確認してもらうこと
を目的とし、養成講座や説明会を設けているという話も
ありました。

活動開始以降は、ボランティア自身がスムーズに活動
に馴染めるような配慮をすると共に、ボランティアとの
雑談などが、団体とボランティアとの関係構築に繋がり、
「目線合わせ」としても役立つという声が多数聞かれて
います。
また、いずれの団体も「活動希望者は基本的には断ら

ない」というスタンスでした。活動希望者のニーズを聞
き、団体のニーズと合致しない場合は、他団体の活動を
紹介するという意見もありました。自団体に繋がらずと
も、「何かしたい」という思いを適切なところへ繋ぐこ
とができれば、結果的に、多様な人の社会参加が可能と
なり、幅広い市民参加に繋がると考えられます。
このように、応募から活動開始以降は、養成講座や説

明会、オリエンテーション等、様々な方法を通じて、団
体が求めることと活動希望者の思いとの摺合せを、丁寧
におこなっているようです。
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表3 活動へのかかわりの度合いとボランティアマネジメント

２．かかわりの度合いとボランティアマネジメント

今回の調査は、市民参加を広く促し、活動継続を支え、ボランティアが団体の活動へのかかわりを深めていくためのボ
ランティアマネジメントの要点整理をすることを目的として実施しました。2017年度に実施した『NPO法人における人材
マネジメント実態調査』（以下、「2017年度調査」）にて、ボランティアの価値を実感していると回答したNPO法人のう
ち協力を得られた18団体を対象に、日頃どのようなボランティアマネジメントに取り組んでいるか、ワークショップもし
くはインタビューにて、表3の項目に基づき洗い出しをおこない、要点整理をおこないました。
いずれの団体も、「参加」「継続」「深化」それぞれの段階ごとに、具体的な取組や工夫をされていました。今回は、

A～Iのうち、B・D・E・F・Gの項目について、ご紹介します。

２-１.参加を促すためのボランティアマネジメント － 「参加に繋がる多様な機会と参加しやすい場づくり」を意識した取組

Ｂ．人材マネジメント



Ｅ．人材マネジメント

活動を続けていると、その活動の成果が見える時、行き詰る時、
失敗する時など、様々な経験をします。
活動への行き詰りや失敗は、今後の解決策が見つからなければ

活動へのモチベーションは下がります。ボランティアは金銭的報
酬による労働義務があるわけではないため、そのような状態が続
けば、「やめる」選択肢を選ぶのは当然とも言えます。取組例1～
3は、そういった行き詰りや失敗を乗り越えて、次の活動へと繋ぐ
ためのマネジメント例です。
また、活動がうまく進んでいる時も、継続のマネジメントは必

要です。成果を出している取組は、団体や受益者だけでなくボラ
ンティア自身も楽しんでいることが多いです。しかし、ただ活動
を続けるだけでは、ボランティアは「自分は楽しいが本当にこれ
で良いのだろうか。楽しいばかりで役に立っていないのではない
か。」という思考に陥る場合もあります。さらにはその活動が定
着すると同時にマンネリ化を招き、活動の意味を見失うこともあ
ります。熱心に活動に取り組むからこそ気付けない成果や、見
失ってしまう活動の意義があるため、取組例4のような場で、客観
的に評価、賞賛・承認される場が重要となります。
Eの項目で特徴的なのは、取組例3で挙げたボランティア同士の

ネットワーク構築です。活動の場以外でも、ボランティア同士の
繋がりを意図的につくろうとする動きが見られました。今回のイ
ンタビューでも、「ボランティア同士のネットワークが活動の支
えになっている」というボランティアの声を拾っています。ボラ
ンティアは各々の都合に合わせて活動をしています。自ずと活動
しやすい曜日などが出てきて、同じ団体で活動するボランティア
同士でもほとんど顔を合わせることがないというケースも少なく
ありません。自身が活動をする上で、例えば「この活動はこう進
めていて良いのだろうか」「この子どもたちへのかかわり方はど
うするのが良いのか」などの迷いが生じている時に、ボランティ
ア同士で情報交換したり、他のボランティアから直に具

体的なアドバイスをもらえると、非常に心強いという話も聞かれ
ました。「同じボランティア仲間同士で承認し合える」というこ
とが励みにもなり、支えにもなる。それはスタッフから承認され
ることとはまた別の意味で、重要な機能をもつようです。
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Ｄ．協働するための組織の基盤整備

長く活動を続ければ続けるほど、ボランティア個人を取り巻く
状況は変化します。学生から社会人へ、社会人は、異動や転職、
結婚や出産、親の介護など、自分自身の置かれている状況と共に、
身の回りの状況も変化します。変化した時を節目として、ボラン
ティアを休止したり、やむを得ずやめるということも考えられま
す。継続を支えるための基盤整備では、そのようなボランティア
個人の環境や心境の変化を支える仕組みに関する言及がありまし
た。
取組例2は、まさに個人の環境変化に左右されず、何らかの形で、

団体にかかわり続けられる仕組みづくりが挙げられています。遠
方への転居などから実際の活動に参加できなくなっても、会員で
あり続けることができたり、遠隔地でも活動できる仕組みをつく
るなどの事例が聞かれました。学生ボランティアであれば、就職
後もかかわり続けられるよう、社会人用の「SNS連絡グループ」を
設けるといった取組も聞かれています。また、一度活動を休止し
ても、状況が落ち着けば再びボランティアとして参加できる仕組
みを用意し、細くとも長く継続できる仕組みを用意している団体
もありました。
そういった直接的なサポートと共に、取組例1に挙げられている

「サードプレイスとしての機能」も有効な方法として示されまし

た。団体の事務所や拠点に足を運ぶ機会が、「ボランティア活動
をする時のみ」であればあるほど、身の回りの状況が変化した場
合に、足が遠のきやすくなります。一度足が遠のくと、仲間への
申し訳なさや活動先の変化に対する不安などから、さらに足が遠
のいてしまいがちになります。自発性に基づくボランティア活動
だからこそ、徐々にフェードアウトをしてしまう事態を防ぐため
に、団体の事務所や拠点に、「活動をしない時にも来たくなるよ
うな機能」を設けるというアイデアが出されていました。例えば、
ちょっとお茶を飲みに寄れたり、雑談が気軽にできたり、ほっと
一息つけるような居場所というようなものです。事務所に行けば
誰かに会える、いつ足を運んでも歓迎される雰囲気があれば、定
期的に活動ができない時であっても団体との繋がりが途絶えるこ
とがなく、ボランティア活動自体も再開しやすいという意見が聞
かれていました。
取組例3では、ボランティアのモチベーションを喚起するための

仕組みも示されていました。考えを形にするために必要な予算の
確保や、ボランティアが自身の活動をステップアップさせていけ
る道筋を示すこと、また、ボランティアもスタッフも両者が気持
ちよく協働するための細かなルール（約束事）を決めておくと、
どちらかが客体化したり、いびつな上下関係ができてしまうこと
を防ぐことができ、活動継続に繋がるという意見も聞かれました。

２-２.活動継続を支えるボランティアマネジメント 「ボランティアが活動しやすい環境づくり」に重点を置いた取組
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Ｆ．プログラムのプロデュースとマネジメント

同じ団体のボランティア同士でも、活動しやすさの条件や、活
動に求めるもの(ニーズ)は個々で異なります。活動継続を支える
には、多様な条件やニーズの受け皿が必要です。
取組例1では、ボランティアを取り巻く生活環境の変化や、関

心の程度に合わせたかかわりができるような、「多様な場(プロ
グラム)づくり」を意識している様子がうかがえました。手軽な
参加型のプログラムだけでなく、共に活動をつくりあげるような
プログラムを用意し、「自ら活動をつくりたい」ボランティアに
は、企画段階からしっかりとかかわれる場を用意していました。
これは、活動にどの程度かかわれるか(活動可能な範囲)や、かか
わりたいか(希望)といった、個別異なる状況に幅広く対応するた
めの工夫です。また、イベント型のボランティア活動が中心にあ
る場合は、ひとつのイベントが終了したら「次に参加できる場」
を必ず用意しているという工夫も聞かれました。「活動してよ
かった」という熱が冷めないうちに、次に参加できるものが用意
されていることで、モチベーションを絶やさず次に繋がるという
考えです。
このFの項目で多く聞かれたのは「楽しさ」という言葉です。

金銭的報酬を目的としないボランティアだからこそ、楽しさや

やりがいが報酬となります。楽しさややりがいの内容について尋
ねたところ、「そこでしか得られない学びや人とのかかわり」と
いう言葉が多く聞かれました。また、学生ボランティアでは、
「成功や失敗など印象に残る体験を得られると、ボランティア活
動の継続に繋がったり、場合によってはその後の進路に影響を与
える」という話が聞かれました。今回の調査では、ボランティア
の楽しさややりがいについて、詳細な洗い出しまではできません
でしたが、今後具体的な調査を実施し、ボランティアの活動継続
に繋がる「楽しさ」についてさらに明らかにできれば、活動継続
支援に対するひとつの示唆になると考えられます。
「継続を支える場づくり」と「参加を広げるための場づくり」

とを比較すると、前者の方が「ボランティアと共に場をつくる」
という視点がより強くなっていました。スタッフは、ボランティ
アを「その場限りのお手伝い」ではなく、「共に事業を支えてい
る存在である」という意識をもって取り組んでいます。ボラン
ティアに対してもそのことを毎回伝えている団体もありました。
長年にわたり活躍しているボランティアがいる団体は、ボラン
ティアと共に活動をつくり、「楽しさ」を共有しながら、団体の
活動を支えています。

２-３.かかわりの深化を促すボランティアマネジメント 「ボランティアへの信任」を中心に据え、活動を担う存在へと促し支える取組

この項目では、ボランティアが団体の活動や運営に関心を寄せ
たタイミングで、かかわり方を一歩深められる仕組みを設けてお
くこと、そして、ボランティアがその団体での活動に誇りを感じ
られるように団体そのものの価値を高めること、という二点が、
ポイントとして示されました。
取組例1に挙がっている仕組みは、活動や運営の中心を担う役

割までの、「多様なルート」と「段階」が設けられていることが
うかがえました。団体の活動へのスタート地点は、一般参加者や
当事者(受益対象者)、参加型のボランティアなど様々です。そこ
からかかわりを深めようとした場合に、次に用意されている段階
が、例えば「会員」であったり、「ボランティアが担う『ボラン
ティアコーディネーター』」であったり、「運営を中心で担うボ
ランティア」であるなど、様々な段階を用意されていました。活
動へのかかわりを深化させるスピード感やタイミングも、個々人
で差異があることを考慮すると、多様なルートと段階が設けられ
ていることは良策と考えられます。
また、「支え合える仕組み」も重要視されています。一ボラン

ティアから理事長になった方の話によると、団体メンバーから直
接頼まれ、話を聞く限りではそれほど負担がないと感じられたた

め引き受けたという話をうかがいました。この団体では、役員に
役割が偏り過ぎないように、多様な提案を理事会などで受け止め
ると共に、提案者自身が主体となって活動するよう促しているそ
うです。別団体では、「誰もする人がいないなら自分がするわ」
と役割を引き受ける人も多いと言われていました。新たな担い手
に対して、「サポートするから」と声をかけ、常に支え合える環
境づくりを意識しているそうです。役員が責任と役割を抱え込み
疲弊していると、新たな担い手は生まれません。かかわりを深め
たいと感じているボランティアが、中心的役割を自分が引き受け
ていけそうだと感じられる体制を整えることは、かかわりの深化
を促す上で、重要な要素のひとつと考えられます。
取組例2では、ボランティアが団体に対して愛着を持ち、その

団体で活動することを誇りに思えることが、かかわりを深めてい
きたいと感じる要因のひとつではないかという意見が出されてい
たものです。地域の中で必要とされ、承認されている活動であれ
ば、自ずとやりがいが増します。団体が目的とする地域の課題解
決に取り組むことは、受益対象者のためだけにとどまらず、自団
体の後継者獲得にも繋がる取組とも言えるかもしれません。

Ｇ．協働するための組織の基盤整備
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今回の調査では、かかわりの度合いとボランティアマネジ
メントについて、表3に基づき、要点整理をおこないました。
今回のワークショップとインタビューで確認した「活動への参
加」「継続」「かかわりの深化」を促すためのボランティアマ
ネジメントの実践例について、要点をまとめたものが下の表4
です。
各段階におけるマネジメントの要点として、活動への参加を

促す段階では「参加に繋がる多様な機会と参加しやすい場づく
り」、活動継続を支える段階では「ボランティアが活動しやす
い環境づくり」 、活動へのかかわりの深化を促す段階では
「ボランティアへの信任」が、キーワードとして見えてきまし
た。

(１)活動への参加を促すボランティアマネジメント
－「参加に繋がる多様な機会と参加しやすい場づくり」を

意識した取組
多様な市民に広く参加を促すために、活動希望者のニーズか

ら活動をつくるということは、既に多くの団体が取り組んでい
ることのひとつです。今回の調査で加えて述べたいのは、団体
が様々な形で地域に出向き、地域に参加しているという点です。
特に、団体として拠点がある場合は、一度ボランティア募集

を開始したら、その後は受け身になりがちです。今回調査をお
こなった団体は募集開始後も拠点におさまることなく、積極的
に地域に出向いていました。方法として、「ボランティア募集
のための説明会」を地域の関係機関やイベント等で開催するほ
か、地域行事や町内の活動に団体として参加することを通じて
団体名や活動内容を知ってもらったり、屋外での活動時に、活
動や団体名が「地域住民の目にとまるような工夫」をするなど
が挙げられていました。いずれの団体も地域と接点を持てる
様々な機会を逃さずキャッチし、「団体を知ってもらう」ため
の場として活用していました。
地域住民に団体の活動を知ってもらい理解を得るための取組

は、地域のキーパーソンと出会うきっかけにも繋がります。そ
の出会いがクチコミでの広報に繋がり、新たなボランティアの
参加へと広がりを見せていました。

(２)活動継続を支えるボランティアマネジメント
－「ボランティアが活動しやすい環境づくり」に重点を

置いた取組
ライフステージの変化に伴い、活動のしやすさやモチベー

ションに変化があるなど、ボランティア自身の気持ちは「揺ら

ぐ」ものであることを前提に据えて、「活動しやすい環境づく
り」について追求し、工夫をしていました。
活動を長く継続するには、活動そのものに対する魅力を感じ

られることは当然ですが、それだけでなく、団体への共感や愛
着、その場を担う人との信頼関係や仲間意識なども、継続する
ための重要な要素になっていることがわかりました。継続支援
の工夫として挙げられた、「ボランティア活動時以外にも立ち
寄れる機能（サードプレイスとしての機能）を団体が持つ」と
いう工夫は、まさにそういった団体への愛着や人間関係の醸成
に寄与しているとも言えるのではないでしょうか。また「ボラ
ンティア同士のネットワーク構築」という取組は、仲間意識の
醸成に繋がっていました。「ボランティア同士」という「同じ
立場」で相談し合える関係は、スタッフとはまた異なる頼もし
さや心強さをもたらしているようです。
このように、活動継続を支えるには、団体がボランティアに

とって、「単なる活動場所」という意味だけでなく、仲間や居
場所、愛着といった他の意味をもつ存在であることが、ポイン
トのひとつとなっているようです。
「大変さに勝る楽しさがあるから続く」という言葉を、イン

タビューで確認しました。その「楽しさ」には様々な意味や要
素が内包されています。団体ごとに存在するであろう活動の魅
力について、今後詳細に調査分析ができれば、活動継続支援に
対するさらなる示唆を得られる可能性がありそうです。

(３)活動のかかわりへの深化を促すボランティアマネジメント
－「ボランティアへの信任」を中心に据え、

活動を担う存在へと促し、支える取組
かかわりの深化を促す段階では、団体スタッフはボランティ

アとの信頼関係のもとに、団体の現状や課題、自身の考えなど
を、ボランティアに対して積極的に開示していました。そのや
りとりを通じて、団体理念への理解や、ボランティアとスタッ
フ間での相互理解や共感が育まれているようです。
加えて、 「新しい担い手を応援できるサポート体制」を団

体内で整えて、ボランティアが現状よりもさらに一歩踏み込ん
だ役割にチャレンジしてみたいと感じた時に、挑戦しやすいよ
うな工夫を施していました。活動を始めたボランティアが、小
さなチャレンジを重ねながら、「段階的に」団体運営の中心を
担える存在になれるよう、配慮しているようです。
今回の調査では、深化の促しに繋がる、具体的な「サポート

体制や仕組み」については、十分な情報を得られていません。
さらなる明確化が今後の課題です。

表4 かかわりの度合いとボランティアマネジメント例

２-４.小括／活動への「参加」「継続」「深化」－各段階におけるボランティアマネジメントのポイント
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今回の調査では、インタビュー調査の際に、担当者として大
切にしていることと、市民が参加することの意義についても尋
ねてみました。

団体には、それぞれが掲げるミッションがあり、目指してい
る地域社会像があります。ボランティアと協働しながら理想と
する社会の実現を目指しており、いずれの担当者もボランティ
アの存在そのものを大切にされていました。ボランティアは決
して一過性のお手伝いではなく、例え一日だけの参加であって
も「一緒につくっている」という意識を失わず取り組まれてい
ます。換言すれば、ボランティアを「お客さん化」せず、主体
者として対応するマネジメントを徹底している、といえるのか
もしれません。対等な関係を前提としており、お互いの生活や
個性や思いを尊重し合える環境の中で信頼を育んでいるからこ
そ、ボランティアは参加しやすく、活動にやりがいや手応えを
感じられ、長く活動したいと思えるのかもしれません。

いずれの担当者も「ボランティアは存在そのものに意味があ
る」「ボランティアだからこそ担える役割がある」と話されて

いました。スタッフと当事者だけではなく、別の立場の人（＝
ボランティア）がかかわることの意義は大きいということもイ
ンタビューから感じられました。子どもとかかわる活動を例に
挙げれば、スタッフでも先生でもない立場のボランティアだか
らこそできるかかわり方が存在します。また、ボランティアだ
からこそ気付き、解決に繋げられる課題もあります。例えばひ
とりの主婦だからこそ気付ける課題があり、それを社会化して
解決に繋ぐ取り組みは、その人がいなくては、課題にのぼるこ
とすらありません。そういう課題に対する「気づき」は、市民
ひとりひとりにあるはずで、その気付きを行動にしていくこと
にも、市民参加の意義はあると考えられます。

ボランティアとの協働のプロセスは、団体の理念や価値を共
有する取り組みとも言えます。ひとりでも多くの市民が団体の
活動に触れ、理念に共感し、身近な人に伝え続けていけば、確
実に地域社会は変わる。今回の調査では、ボランティアとの協
働や市民参加には、そういった社会変革への期待と可能性が込
められていることを感じることができました。

３．インタビューをふりかえって －市民参加の意義

【 参考資料 】

(1)ボランティアマネジメントのプロセス(右図)

(2)妻鹿ふみ子(2004):福祉施設におけるボランティア受け入れの現状と課題－担当者への調査からボランティア
マネジメント活用の方法を考える－:日本の地域福祉(18),110-119



今回は、NPO法人への市民の参加、継続、かかわりの深
化を促すために必要なマネジメントについて、要点整理
に取り組みました。
地域との積極的な交わりが、広く参加を促すことに繋

がっていること、そして、団体がボランティアにとって
のサードプレイスとしての機能を持っていると、ボラン
ティア自身の暮らしや気持ちに多少の揺らぎがあっても、
長く活動を続けられていることがわかりました。「同じ
団体で活動するボランティア同士のネットワーク」は、
活動の質を担保する上で有意義であると同時に、「活動
先」以上の意味（例えば団体や仲間への共感や愛着と
いった付加価値など）をもたらす、ひとつの要素にも
なっているかもしれません。活動を継続しているボラン
ティアに対して、団体スタッフが、活動にかける思いや
これまでの経緯、団体運営の課題などを包み隠さず共有
していくことは、ボランティアにとって、今後の自身の
力の活かし方、役割の担い方を考えるひとつの契機と
なっているようでした。ボランティアの価値を実感して
いる18の団体の皆さんにご協力いただいたところ、実に
様々なマネジメントの取組と工夫をうかがうことができ
ました。

団体の取組を支えていくには当然苦労があります。そ
の苦労を凌ぐ「楽しさ」があるからこそ、活動を続けら
れるという話を聞かせていただきました。活動先で出会
える人との繋がりは、その楽しさの一端を担っていると
考えられます。しかしながら、その「楽し

さ」の内容が何であるのか、またその「楽しさ」はどう
いった場面や出来事でもた

らされるのかは、今後さらに調査する余地があります。
そして、団体へのかかわりを深めていくにあたり、どの
ような仕組みやマネジメントがあれば新たなメンバーが
参画しやすいか詳細を明らかにしていくことも、今後の
課題となっています。

今回、調査でお話をうかがった団体における「ボラン
ティアとの協働」には、社会変革への思いが込められて
いました。ひとりでも多くの市民が参加し、団体の理念
に共感し、小さくとも何かしらの行動をすることが、地
域社会の変化に繋がるのだという信念に触れさせていた
だいた思いです。その変革の力こそが市民が参加する意
義なのだと、改めて感じました。今回の調査で一定の示
唆を得たボランティアマネジメントの要点と実際の取組
とを重ね合わせて、その有効性について引き続き検証し
ながら、幅広い市民参加の実現をめざしていきたいと思
います。

本調査実施にあたり、
県内18のNPO法人の皆様にご協力を賜りました。

公益財団法人トヨタ財団の協力を受けて、実施しました。
この場を借りて、深く感謝申し上げます。

おわりに

岡山ＮＰＯセンター(参画推進センター)

あらゆる世代、あらゆる立場の人が、ボランティア、寄付、政策提言など社会やじぶんのまちに
参画することができる社会を目指し、その機会や場の提供を行います。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

●ボランティアコーディネーター支援事業
社会福祉施設や公共施設で、協働の鍵を握るボランティアコーディネーター（ボランティア
担当者等）の業務支援をおこなっています。
ボランティアにまつわる講師派遣や出張相談なども承ります。

●市民・公益セクター次世代育成研究会
大学やNPO・NGO等と連携しながら、若者の社会参画を推進している事業です。
ボランティア学習や、インターンシップなどのご相談もお受けします。

●よる会開催事業
さまざまな「参加」をキーワードにテーマを設定し、みんなで集まり学び合う会です。

●資源提供事業
物品等の寄付について、必要とする団体へお繋ぎしています。

●岡山県ボランティア・NPO活動支援センター(ゆうあいセンター)管理運営事業
岡山県設置のパートナーシップ社会の構築をめざして、ボランティア・NPOの活動の
健全な発展を支援する施設です。岡山県社会福祉協議会との協働による
指定管理で運営しています。会議室、事務所、印刷機などの貸出のほか、
ボランティア参加の機会を、各世代に提供しています。
岡山県総合福祉・ボランティア・NPO会館２階にあります。
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